
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
市
街
地
再
開
発
、
�

設
備
投
資
に
長
期
資
金
を
供
給
�

「
自
立
型
経
済
」
構
築
に
向
け
て
主
要
な
役
割
�
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縄
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発
金
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地
域
金
融
の
い
ま
�

沖
縄
の
地
理
的
・
歴
史
的

な
特
殊
性

―
―
県
固
有
の
政
策
金
融
機
関
と
い

う
存
在
は
特
殊
だ
。
そ
の
背
景
と
し

て
、
沖
縄
経
済
に
は
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
か

沖
縄
は
本
島
自
体
が
離
島
で
あ

り
、
そ
の
先
に
は
南
北
大
東
、
宮

古
、
石
垣
、
与
那
国
島
な
ど
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
も
島
が
あ
る

「
島
嶼
県
」
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

位
置
は
首
都
圏
、
東
海
、
関
西
と
い

う
大
消
費
地
・
生
産
地
か
ら
遠
く
離

れ
て
い
る
。
一
方
、
県
内
の
人
口
は

他
の
多
く
の
地
域
と
異
な
り
、
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。

１
９
７
２
年
に
日
本
復
帰
後
、
四

次
に
わ
た
る
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に

基
づ
く
社
会
資
本
整
備
が
図
ら
れ
て

き
た
が
、
１
人
当
り
県
民
所
得
は
全

国
平
均
の
７０
％
の
水
準
に
と
ど
ま

り
、
完
全
失
業
率
も
今
年
の
前
半
は

８
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
沖
縄
の
地
理
的
特
殊
性
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

産
業
構
造
は
製
造
業
の
比
重
が
小

さ
く
、
第
三
次
産
業
に
偏
重
し
て
い

る
。
市
場
が
狭
小
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
が
働
き
に
く
く
、
製
品
や
原
材

料
等
の
輸
送
コ
ス
ト
が
か
さ
む
た

め
、
産
業
が
育
つ
に
は
厳
し
い
環
境

と
い
え
る
。
金
融
面
で
も
、
メ
ガ
バ

ン
ク
の
支
店
は
１
店
舗
し
か
な
く
、

不
足
す
る
民
間
資
金
を
当
公
庫
が
補

完
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

―
―
具
体
的
に
、
公
庫
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か

当
公
庫
は
、
沖
縄
の
振
興
開
発
を

金
融
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
７２
年

５
月
に
設
立
さ
れ
た
、
沖
縄
県
の
み

を
対
象
と
す
る
総
合
政
策
金
融
機
関

で
あ
る
。
設
立
以
来
、
長
期
安
定
的

な
資
金
の
供
給
を
通
じ
て
沖
縄
の
産

業
振
興
と
社
会
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

ま
ず
、
産
業
の
発
展
に
欠
か
せ
な

い
電
気
・
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
や
、
島
々
間
、
本
土
と
の
交
通
に

不
可
欠
で
あ
る
地
方
空
港
、
航
空

機
、
船
舶
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
支
援
し
て
き
た
。
鉄
軌
道

は
０３
年
に
開
業
し
た
那
覇
市
内
の
モ

ノ
レ
ー
ル
し
か
な
い
。
実
は
昭
和
２０

（
１
９
４
５
）
年
ま
で
は
那
覇
と
与

那
原
、
嘉
手
納
、
糸
満
を
結
ぶ
県
営

鉄
道
が
あ
っ
た
が
、
沖
縄
戦
で
壊
滅

し
、
戦
後
は
道
路
が
本
島
の
主
要
な

交
通
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
製
造
業
や
観
光
産
業
の
基

盤
を
な
す
工
場
や
宿
泊
施
設
、
市
街

地
再
開
発
や
大
規
模
小
売
店
舗
等
の

設
備
投
資
に
対
し
て
出
・
融
資
を
通

じ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

沖
縄
は
「
鉄
の
暴
風
」
と
呼
ば
れ
る

戦
禍
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
後
、
米

軍
基
地
の
建
設
が
始
ま
り
、
人
々
は

そ
の
周
辺
で
苦
労
し
な
が
ら
市
街
地

を
形
成
し
て
き
た
。
今
後
、
米
軍
基

地
の
返
還
が
進
ん
で
い
く
と
、
そ
の

跡
地
の
再
開
発
が
時
間
の
か
か
る
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
産
業
の
振
興
、
地
域
医
療
水
準
の

当
公
庫
は
沖
縄
の
振
興
開
発
を
金
融
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
１
９
７
２
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
、
沖
縄

県
の
み
を
対
象
と
す
る
総
合
政
策
金
融
機
関
で
あ
る
。
沖
縄
に
は
、
国
内
の
他
の
都
道
府
県
と
は
異
な
る

地
理
的
・
歴
史
的
な
特
殊
性
が
あ
る
。
今
後
と
も
民
間
金
融
機
関
と
の
役
割
分
担
を
ふ
ま
え
、
沖
縄
の

「
自
立
型
経
済
」
の
構
築
に
向
け
て
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
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向
上
、
新
規
事
業
の
育
成
等
も
当
公

庫
の
役
割
だ
。
ま
た
、
か
ね
て
か
ら

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度
の
機

動
的
な
対
応
に
も
努
め
て
き
た
。
０１

年
９
月
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

後
、
県
内
関
係
業
者
が
米
軍
基
地
を

標
的
と
し
た
テ
ロ
と
い
う
風
評
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
経
営

支
援
の
た
め
に
総
額
１
０
０
億
円
に

近
い
融
資
を
実
行
し
た
。
昨
年
度

は
、
中
小
企
業
・
中
堅
企
業
向
け
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
が
大
幅
に

伸
び
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
民
間
金
融
機
関
と
の
役

割
分
担
を
ふ
ま
え
、
当
公
庫
な
ら
で

は
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
力
し

た
い
。

沖
縄
振
興
計
画
は

１１
年
度
で
期
限
切
れ
に

―
―
最
近
の
沖
縄
経
済
の
状
況
は

主
力
の
観
光
業
は
、
入
域
観
光
客

数
が
７２
年
の
４４
万
人
か
ら
順
調
に
増

加
し
、
０８
年
に
は
６
０
５
万
人
と
過

去
最
高
を
記
録
し
た
が
、
０９
年
は
景

気
低
迷
に
よ
り
８
年
ぶ
り
に
対
前
年

比
減
少
（
５
６
５
万
人
）
し
た
。
足

も
と
の
観
光
客
数
は
前
年
同
月
を
上

回
り
、
底
を
打
っ
て
い
る
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
ま
で
に

は
戻
っ
て
い
な
い
。
沖
縄
経
済
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
だ
け

に
、
そ
の
早
期
回
復
が
景
気
浮
揚
の

カ
ギ
を
握
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
沖
縄
の
地
理
的
特

殊
性
が
ハ
ン
デ
ィ
に
な
ら
な
い
産
業

と
し
て
、
情
報
通
信
関
連
産
業
に
期

待
が
か
か
っ
て
い
る
。
１０
年
１
月
時

点
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
企
業
立

地
、
雇
用
者
数
が
５７
社
、
１
万
４
０

０
０
人
に
達
し
た
。
情
報
通
信
関
連

産
業
全
体
で
合
計
２
０
２
社
が
立
地

し
、
１
万
８
０
０
０
人
の
雇
用
が
創

出
さ
れ
た
。
新
た
な
Ｉ
Ｔ
産
業
拠
点

と
な
る
「
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
」（
う

る
ま
市
）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
中

核
機
能
支
援
施
設
の
一
部
供
用
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
の
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
構
想
と
一
体
と
な
り
、
新
設
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
運
用
が
０９
年
１０
月
に
始
ま

っ
た
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
の
国

際
貨
物
基
地
事
業
は
、
那
覇
空
港
を

拠
点
に
国
内
・
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市

を
結
ん
で
毎
晩
運
航
し
て
い
る
。
沖

縄
の
地
理
的
な
特
性
を
プ
ラ
ス
に
生

か
し
た
取
組
み
と
い
え
る
。

―
―
今
後
の
沖
縄
振
興
の
焦
点
は

現
在
の
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
は

１１
年
度
末
で
期
限
切
れ
と
な
る
。
現

行
計
画
後
を
展
望
し
た
今
後
の
沖
縄

振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
の
沖
縄
振
興
審
議
会
で
調
査
審
議

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

県
は
１０
年
３
月
、
将
来
（
お
お
む
ね

３０
年
ま
で
）
の
沖
縄
の
あ
る
べ
き
姿

と
県
民
や
行
政
の
役
割
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
基
本
構
想
と
し
て
「
沖
縄

２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

沖
縄
の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
・

リ
ゾ
ー
ト
産
業
や
情
報
通
信
関
連
産

業
の
高
付
加
価
値
化
、
農
林
水
産
業

や
製
造
業
、
文
化
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
産
業
、
バ
イ
オ
関
連
産
業

の
戦
略
的
振
興
、
ま
た
、
１２
年
度
開

学
予
定
の
大
学
院
大
学
を
い
か
に
沖

縄
の
振
興
に
生
か
し
て
い
く
か
、
駐

留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
促
進
と
い
っ

た
分
野
が
引
き
続
き
重
要
だ
。

―
―
沖
縄
に
お
け
る
政
策
金
融
の
役

割
に
つ
い
て

沖
縄
の
本
土
復
帰
は
戦
後
２７
年
を

経
た
昭
和
４７
（
７２
）
年
だ
。
本
土
が

高
度
成
長
に
あ
る
時
期
に
、
沖
縄
は

米
軍
統
治
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ

ム
ラ
グ
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

当
公
庫
は
多
様
な
機
能
を
担
っ
て
い

る
が
、
０６
年
の
政
策
金
融
改
革
の

際
、
沖
縄
の
特
殊
な
諸
事
情
に
鑑

み
、
と
く
に
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
も
の
を
除
き
、
日
本
政
策
投
資
銀

行
の
業
務
に
相
当
す
る
業
務
は
廃
止

す
る
と
整
理
さ
れ
た
。
住
宅
資
金
の

供
給
も
、
民
間
金
融
機
関
が
住
宅
ロ

ー
ン
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
残
高
は
９９
年

度
の
９
１
９
１
億
円
を
ピ
ー
ク
に
０９

年
度
４
２
６
７
億
円
ま
で
減
っ
て
い

る
。
な
お
、
０６
年
の
行
政
改
革
推
進

法
に
お
い
て
は
、「
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
沖
縄
振
興
計
画
に

係
る
（
中
略
）
期
間
が
経
過
し
た
後

に
お
い
て
、
新
政
策
金
融
機
関
に
統

合
す
る
も
の
と
す
る
」、
ま
た
、
当

公
庫
の
「
業
務
を
自
立
的
か
つ
主
体

的
に
遂
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。

（
聞
き
手
・
本
誌

花
岡

博
）

か
な
い

て
る
ひ
さ

７２
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
大
蔵

省
入
省
。
９９
年
近
畿
財
務
局
長
、
０１

年
大
阪
国
税
局
長
、
０３
年
国
土
交
通

省
政
策
統
括
官
、
０４
年
会
計
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
財
務
総
合
政
策
研
究
所

長
。
０５
年
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

副
理
事
長
、
０９
年
現
職
。
愛
知
県
出

身
。
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